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小児アトピー性皮膚炎（AD）は、強いそう痒が持続することによる睡眠障害を引き起こし、学業や日常生活に支障をきたすだけでなく、
本人のみならず家族全体の生活の質（QOL）にも深刻な影響を及ぼすことがある。特に小児患者においては、自身の症状を的確に表現す
ることが難しく、そう痒の程度や治療満足度を客観的に評価することが困難な場合がある。近年、ADにおけるそう痒の主要なメディエー
ターとしてIL-31が注目されており、このIL-31のシグナルを遮断する抗IL-31受容体A抗体であるネモリズマブ（ミチーガ）の有用性が報告
されている。本セミナーでは、ネモリズマブの小児例における臨床的効果および、治療介入によって得られた変化を、患者本人およびその
家族の声とともに紹介し、小児ADに対する新たな治療選択肢としての可能性を検討する。

成人アトピー性皮膚炎（AD）および結節性痒疹（PN）は、いずれも強い掻痒を主症状とする慢性炎症性皮膚疾患である。その掻痒は患
者の睡眠や日常生活、精神面にまで影響を及ぼす。特にPNでは、反復する掻破行動によって硬く盛り上がった結節病変が形成され、しば
しば難治化するため、患者のQOLは著しく低下する。これら疾患では、掻痒がさらなる掻破を誘発し、皮膚炎が増悪するという「掻痒―
掻破―炎症」の悪循環が病態を複雑化させている。近年、IL-31がこの悪循環の中心的メディエーターとして注目されており、その受容体
であるIL-31RAに対する抗体製剤・ネモリズマブの登場により、新たな治療戦略が展開されつつある。本セミナーでは、掻痒だけでなく掻
破行動自体を治療対象と捉える視点から、ネモリズマブの臨床的有用性を、成人ADおよびPNの症例を通じて考察する。あわせて、治療
を通じた患者の生活の質の改善などへの影響についても検討し、今後の治療選択に資する知見を共有する。
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